
(町長議案提案説明) 

 

福井町長 皆さま、おはようございます。今年の冬は記録的な暖冬と言われ、１２月までは

そのとおりでしたが、１月に入り寒波にもたびたび見舞われ、梅の開花は例年どおり２月６

日でした。そして３月１日は初雪が降り、桜の開花は例年より遅れるとのことです。それで

は、平成２８年第１回定例町議会の開催にあたり所信を申し上げます。まず初めに現在の世

界の情勢を見てみますと、年初より原油安、中国景気の後退、米国の利上げ、ＩＳのテロ活

動など複合的要因により世界同時株安の様相を呈しています。また、シリアなどからの移民、

難民問題がヨーロッパ全土を覆い、行き先のない移民を温かく受け入れる人々が不当にも

攻撃の的とされています。ＩＳなどイスラム系住民の一部の組織のテロ活動により多くの

人々が夢を壊され命までも奪われています。つぎに国政ですが、安倍内閣の最重要課題とし

て、景気対策、社会保障制度改革、少子化対策などがありますが、切り口を変えれば人口問

題、地方創生、一億総活躍社会の実現だと言えます。安倍首相は１月の衆議院本会議での施

政方針演説において、一億総活躍社会の最も根源的な課題は、人口問題に立ち向かい、『希

望出生率を１．８』にすること。そのために所得の低い若者に経済的な支援を行う。「子育

て世代包括支援センター」を全国に展開する。仕事をしながら子育てができる社会をつくる

など、多くの子育て支援策を行うと言われています。また、地方創生では、ＴＰＰによる農

業への悪影響を防止するため、六次産業課やブランド化や農産物の輸出の支援や農地の大

規模化を進め国際競争力を強化する。また、民泊の拡大などにより地方へのインバウンドを

増やすと言われています。そして、所信の締めくくりで昨年の日本ラグビーチームの歴史的

勝利をあげ挑戦することの重要性を説かれています。さて、牟岐町の現状と課題ですが、今

さら申し上げるまでもありませんが、現在の牟岐町の産業は、一次から三次に至るまで非常

に厳しい状況にあります。かつては日本有数と言われた牟岐町の漁業も毎年のように水揚

げが落ち、若者が家族を養っていくことが困難になります。農業も同様に若者が夢を持ち汗

を流せる状況にはありません。そして、かつては西の池田に肩を並べた牟岐町の商工業も毎

年のように売上が落ちていっています。今年の国勢調査の結果、５年前の前回よりも人口が

５６６人、率にして約１１．７％減少し、平成２８年１月末時点での高齢化率も４６．３％

となっています。このような状況を改善するため国の方針にも沿い、平成２８年度は牟岐町

を創生するため、また、将来に渡り持続可能なまちづくりを図るため、今年度策定した総合

計画を着実に推進してまいりたいと思います。今回の総合戦略では、２０６０年の人口ビジ

ョンを現在の約５５％の２，４１９人としていますが、国立社会保障人口問題研究所の推計

人口、１，３１９人を１，１００人上回っており、計画期間である５年間では、現在の毎年

９０人台の人口減少を６５人まで改善する必要があります。非常に厳しい課題ですが、牟岐

町が将来に渡り持続できるよう海外勢に臨んだ日本ラグビーチームの気概を持って、この

困難に『挑戦』してまいりたいと思います。さて、牟岐町創生の具体の施策ですが、牟岐町

を支える人づくりとその全ての人々が全力で、また、生涯、生きがいを持ち働けるよう『健



康』をテーマとして各種施策を展開してまいりたいと考えています。人づくりをテーマとし

たまちづくりとは、平成２６年より毎年牟岐町で全国の高校生を対象としたサマースクー

ルが実施されていますが、これまでのＨＬＡＢの関係者などによる地元の高校生を対象と

した研修やワークショップなどの活動を通じ、グローバル人材や起業精神に富む人材の育

成だけでなく、仕事の創造、交流人口の増加につなげようとするものです。また、『健康』

をテーマとしたまちづくりとは、県下でも保険給付率が高い牟岐町国民健康保険財政をで

きるだけ健全化するという目的もありますが、やはり人間が充実した人生を送るためには、

何よりも健康が重要です。多くの人が病気になって初めて健康の重要性に気付きますが、牟

岐町の多くの人々にまずは常日頃から健康の有りがたさを知ってもらう。そして、健康であ

るための努力をしていただく、つまり健康的な食事や運動を継続していただきたいと考え

ています。そして、健康をテーマとした各種取り組みを通じ、全ての人々の健康はもちろん、

交流人口の増加と仕事の創造を図ってまいりたいと考えています。総括的には、この２つの

コンセプトを柱にまとめていますが、具体的な施策としては、ローカルハイスクールの実施、

空き家の活用、中小企業を支援するエコノミックガーデニングによる推進、農林水産業の支

援、着地型観光の推進、観光振興のための環境整備、教育研究機関との連携、子育て世代へ

の経済的支援、牟岐町版ＣＣＲＣの推進、災害に強い地域づくりの推進、地域間連携の推進

等を実施する計画です。特に今年度実施する予定の事業として、海部病院の高台移転開業に

合わせた町道の整備、出羽島重要伝統的建造物群の選定のための取り組みと選定後の島内

施設の活用に向けた各種事業の実施、町内の観光用案内板の付け替え、子育て支援のための

施設改修、防災センターの設置に向けた設計、第２子以降の保育料の無料化等を予算計上し

ています。持続可能な牟岐町を創生するために未来を担う逞しい子ども達の育成と牟岐町

で生きる全ての人々が生きがいを持ち生涯を送れるよう健康であり続けること、そして、あ

らゆる災害にも強いまちづくりという行政として真に必要な目標を見失うことなく、原点

に立ち着実に実績を積み重ねてまいりたいと考えています。牟岐町創生とは、町内の全ての

皆さんの熱意が作り上げるものであり、一部の人々の努力により達成できるものではあり

ません。町民の皆さまが総じてそれを願わないかぎり、困難であることをご理解いただきた

いと思います。議員各位におかれましてもご指導、ご支援のほど、どうかよろしくお願い申

し上げます。それでは、町長提案説明に入ります。本定例町議会に提出の案件は、報告１件、

議案３７件です。内訳は 報告は専決処分で条例の一部改正１件と工事請負契約の変更１

件です。議案は、条例の制定、一部改正１４件、補正予算３件、当初予算７件、指定管理者

の指定７件、その他６件となっています。報告第１号、専決処分した事項の承認。平成２７

年専決第６号、牟岐町税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例。本年１月１日に

施行されることとなっていました個人番号の取り扱いについて、町民税及び特別土地保有

税の減免申請書に個人番号を記載しないこととなったことによる税条例の一部改正です。

平成２８年専決第１号、工事請負契約の変更。平成２７年度防災拠点避難地整備事業調整池

工事の完成期限を平成２８年２月２９日から平成２８年３月３１日に変更するものです。



議案第１号、特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例。町長、副町

長の給料月額を平成２８年度の１年間、町長は５０％、副町長は１０％減額して支給するも

のです。議案第２号、教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正

する条例。教育長の給料月額を平成２８年度の１年間、１０％減額して支給するものです。

議案第３号、牟岐町税条例の一部を改正する条例。地方税法の改正により地方税の猶予制度

が見直されたことに伴い、徴収の猶予及び換価の猶予に係る申請手続き等を定めるほか、所

要の改正をするものです。議案第４号、牟岐町行政不服審査会条例。行政不服審査法の全面

改正により不服申し立ての仕組みと審理・裁決の手続きが見直されることになりました。新

たに不服申立てを審査する第三者機関として行政不服審査会を設置することに伴い制定す

るものです。議案第５号、牟岐町情報公開条例の一部を改正する条例。議案第６号、牟岐町

個人情報保護条例の一部を改正する条例。議案第７号、牟岐町行政手続条例の一部を改正す

る条例。議案第８号、牟岐町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例。議案第９

号、町営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部を改正する条例。議案第５号か

ら議案第９号までの５議案は行政不服審査法の改正に伴う関係法令の整備に伴い、改正す

るものです。議案第１０号、牟岐町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改

正する条例。議案第１１号、職員の勤務時間、休暇に関する条例の一部を改正する条例。こ

の２議案は地方公務員法の改正により関係条項を整備するものです。議案第１２号、牟岐町

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例。地方公務員法の改正による条項の整備と

行政職等級別標準職務表の追加及び行政不服審査法の改正により条項を整備するものです。

議案第１３号、牟岐町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例。議案第１４号、牟岐町指定地域密着型介護予防サービス

の事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のた

めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例。議案第１３号、

第１４号の２議案は、介護保険法等の改正により、関係条項を整備するものです。議案第１

５号、定住自立圏の形成に関する協定の締結。阿南市との定住自立圏の形成に関する協定を

締結することについて、議会の議決すべき事件に関する条例第２条により、議会の議決を求

めるものです。議案第１６号、過疎地域自立促進計画の策定。平成２８年度から平成３２年

度まで５年間の計画を別添のとおり策定し、議会の承認を得るものです。議案第１７号、工

事請負契約の変更。平成２７年度防災拠点避難地整備事業調整池工事の完成期限を平成２

８年３月３１日から平成２８年１２月２０日に変更するものです。議案第１８号、工事請負

契約の変更。平成２６年度防災拠点避難地整備事業山田地区残土処理場整備（第３分割）工

事の工事請負金額を１，９３１，０４０円増額するものです。議案第１９号、工事請負契約

の変更。平成２７年度防災拠点避難地整備事業山田地区残土処理場整備（第４分割）工事の

完成期限を平成２８年３月３１日から平成２９年３月２１日に変更するものです。議案第

２０号、工事請負契約の変更。平成２７年度都市防災総合推進事業（中村・西浦地区）整備

工事の完成期限を平成２８年３月３１日から平成２８年１２月９日に変更するものです。



議案第２１号、牟岐町喜来地区多目的集会所の指定管理者の指定。牟岐町喜来地区多目的集

会所の指定管理者を喜来部落会の代表者にお願いするもので、期間は、平成３３年３月末ま

での５年間です。議案第２２号、農水産物処理加工場の指定管理者の指定。農水産物処理加

工場の指定管理者をかいふ農業協同組合組合長とするもので、期間は、平成３１年３月末ま

での３年間です。議案第２３号、牟岐町アワビ種苗生産施設の指定管理者の指定。牟岐町ア

ワビ種苗生産施設の指定管理者を牟岐東漁業協同組合組合長とするもので、期間は、平成３

１年３月末までの３年間です。議案第２４号、出羽島漁村センターの指定管理者の指定。出

羽島漁村センターの指定管理者を牟岐町漁業協同組合の組合長とするもので、期間は、平成

３３年３月末までの５年間です。議案第２５号、大戸漁村センターの指定管理者の指定。大

戸漁村センターの指定管理者を牟岐町漁業協同組合の組合長とするもので、期間は、平成３

３年３月末までの５年間です。議案第２６号、辺川農業構造改善センターの指定管理者の指

定。辺川農業構造改善センターの指定管理者を辺川部落会の代表者にお願いするもので、期

間は、平成３３年３月末までの５年間です。議案第２７号、牟岐町モデル木造施設「モラス

コむぎ」の指定管理者の指定。牟岐町モデル木造施設「モラスコむぎ」の指定管理者を株式

会社ノアむぎ２０００代表取締役とするもので、期間は、平成３１年３月末までの３年間と

するものです。議案第２８号、平成２７年度牟岐町一般会計補正予算。別冊となっています

ので、ご用意ください。今回の補正は、地方創生加速化交付金に係る事業予算が中心となっ

ています。歳出の主なものを挙げますと、１３ページ、２款・総務費、事務改善費に自治体

情報システム強靭性向上事業委託料を３千４００万円地方創生費に人材育成を核とした地

域産業発掘事業と健康による賑わいの創出と生涯活躍のまちづくり事業を２千９５４万円

計上しており、２８年度に全額繰越しとなります。２１ページ、３款・民生費、老人福祉費

で福祉避難所介護食備蓄事業を計上しています。２３ページ、４款・衛生費、繰出金で出羽

島簡易水道の赤字補填を計上しています。２７ページ、５款・農林水産業費、林業振興費で

有害鳥獣捕獲奨励金の追加をしています。３１ページ、６款・商工費、観光費で駅前中央緑

地帯剪定手数料を計上しています。３３ページ、７款・土木費、砂防費で県単砂防事業負担

金の追加をしています。３５ページ、９款・教育費、体育振興費で町民体育館カーテンウォ

ールパネル修繕料を計上しています。歳入では、使用料で山田残土処理場使用料を減額して

います。国庫支出金で地方公共団体情報セキュリティー強化対策費補助金、地方創生加速化

交付金などを計上しています。県支出金では、鳥獣被害緊急捕獲等対策事業費補助金の追加

などを計上しています。町債では、使用料減額の財源として徳島県市町村振興資金債、自治

体情報システム強靭性向上事業に一般補助施設整備等事業債などを計上しています。第２

表「継続費の補正」として防災拠点避難地整備事業の変更を掲載しています。第３表「繰越

明許費」として、２７年度から２８年度へ繰り越す事業名と金額を掲載しています。第４表

「地方債の補正」では過疎対策事業債、徳島県市町村振興資金債の変更と一般補助施設整備

等事業債の追加を行っています。歳入歳出、７９，０８６千円を追加し、予算総額を３，５

６５，０６５千円とする平成２７年度牟岐町一般会計補正予算です。議案第２９号、平成２



７年度牟岐町出羽島簡易水道特別会計補正予算。赤字の補填分を一般会計からの繰入金２

４０万円計上し、同額の使用料収入を減額するものです。歳入歳出の総額に増減無く、予算

総額を２７，２９１千円とする補正予算です。議案第３０号、平成２７年度牟岐町国民健康

保険特別会計補正予算。歳出では、一般管理費で国保システム改修に伴う経費など、保険給

付費で一般被保険者高額療養費を追加し、歳入では、国庫補助金と一般会計繰入金を計上し

ています。歳入歳出それぞれ、２，４６３千円を追加し、予算総額を９６５，５２１千円と

する補正予算です。議案第３１号、平成２８年度牟岐町一般会計予算。別冊となっています

ので、ご用意ください。平成２８年度の予算総額は、２，８２８，７８４千円で、２７年度

当初予算額より２７，８３１千円、１．００％の増額となっています。２７年度からの継続

事業である防災拠点避難地整備事業などを計上しています。新年度の予算で、新たなもの、

特徴的なものについて述べます。まず、人件費ですが総額で２３，０３５千円の減額となっ

ています。内訳は、特別職・議員で、１２，４４７千円の減額、一般職で１０，５８８千円

の減額となっています。特別職の給与カットと一般職では退職によるものす。６３ページ、

１款・議会費は４，２３９千円の減額です。議員共済会公費負担金の減額によるものです。

６７ページ、２款・総務費は１，００３，８４１千円の減額です。コミュニティセンター建

設事業費で町民センター建替業務設計監理費を計上しています。防災拠点避難地整備事業

で県委託料や都市防災総合推進事業などの工事費を計上しています。地方創生費でサマー

スクール負担金を計上しています。選挙費で参議院議員通常選挙の経費を計上しています。

１０５ページ、３款・民生費は３８，３２４千円の増額です。社会福祉総務費で臨時福祉給

付金を計上しています。１３１ページ、４款・衛生費は１９，６１５千円の増額です。環境

衛生費で浄化槽設置補助金を増額しています。１４５ページ、５款・農林水産業費は３１，

３７５千円の増額です。林業振興費で神野内妻線舗装工事費の計上。漁港管理費で広域漁港

整備事業負担金を計上しています。１５９ページ、６款・商工費は、３７４千円の減額です。

地域振興費で集落支援員と地域おこし協力隊の経費を計上しています。１６７ページ、７

款・土木費は、１６，１３６千円の減額です。社会資本整備総合交付金事業で道路、橋梁工

事費を計上しています。民間住宅環境整備費に新たに民間建築物耐震化支援事業補助金を

計上しています。１８１ページ、８款・消防費は、４，６８８千円の増額です。非常備消防

費で山田地区消火栓設置工事費を計上しています。１８５ページ、９款・教育費は、７，９

７８千円の減額です。事務局費にスクールバス購入費を計上しています。社会教育総務費に

伝建事業経費を計上しています。２１９ページ、１０款・災害復旧費は、経常的な経費の計

上です。２２１ページ、１１款・公債費は、６５，３９７千円の増額となっています。２２

３ページ、１２款・諸支出金、１３款・予備費は、２７年度と同額です。歳入では、一般財

源は２７年度と比べ約４０，０００千円増額しています。１ページ、 町税は、２７年度か

ら２，５４９千円減額計上しています。１７ページ、地方交付税は、２４，５００千円を増

額計上しています。１９ページ、分担金負担金は、民生費負担金を保育料の減額により６，

００９千円減額して計上しています。２５ページ、国庫支出金は５，８８９千円の減額です。



民生費補助金で臨時福祉給付金給付補助金３０，７３９千円を計上、消防費補助金では、都

市防災総合推進事業費補助金、５０，０００千円を計上しています。また、総務費補助金で

社会保障・税番号制度システム整備費補助金を、総務費委託金で参議院議員選挙費委託金を

計上しています。３３ページ、県支出金２４，５７０千円の増額です。民生費補助金で阿波

っこはぐくみ保育料助成事業費補助金を計上、土木費補助金で民間建築物耐震化支援事業

補助金を計上しています。５１ページ、 繰入金は、財政調整基金を２７年度より１００，

０００千円多い２５０，０００千円取崩し、事業の財源としています。５９ページ、町債は、

当初に過疎債、徳島県市町村振興資金債、臨時財政対策債を合わせて３２１，７００千円を

計上しています。２７年度より１０３，５００千円の減額となっています。一般会計につい

て、大まかな説明となりましたが、詳しくは、のちほど、関係課長から説明をさせますので、

よろしくお願いします。議案第３２号、平成２８年度牟岐町上水道事業会計予算。平成２８

年度の業務予定量として、給水戸数２,３１５戸、年間総給水量６７万４千立方メートル、

１日平均給水量１,８４７立方メートルとし、収益的収入を１２０，５４４千円、収益的支

出を１１４，２４０千円と定めるものです。資本的支出で国道５５号清水地区配水管布設替

工事費、灘地区減圧弁取替工事費を計上しています。資本的支出で企業債を計上しています。

議案第３３号、平成２８年度牟岐町出羽島簡易水道特別会計予算。歳出は、施設管理費、公

債費など経常的経費を計上しています。歳入は、水道使用料と一般会計からの繰入金です。

繰入金は、公債費の償還に充てる分として、１６，５０３千円を計上しています。歳入歳出

予算の総額を２６，３５３千円と定めるものです。議案第３４号、平成２８年度牟岐町国民

健康保険特別会計予算。歳入歳出予算の総額を８８８，２７４千円と定めるもので、前年度

に比べ２０，３７０千円の増額の予算です。歳出では、保険給付費で５２１，７５９千円と

前年度に比べ３９，３３９千円の増額です。共同事業拠出金で２２４，３９３千円と１３，

２７５千円の減額なっています。歳入では保険税１億１,１０５万３千円で前年度に比べ９，

７３４千円の減額となっています。一般会計からの繰入金は、７９，９７４千円で１４，５

９０千円の増額となっています。危機的な財政運営が続いており、現予算額では保険給付費

の不足が見込まれますので、年度途中で一般会計からの繰り入れが必要と考えています。議

案第３５号、平成２８年度牟岐町青少年健全育成センター特別会計予算。歳入歳出予算の総

額を７，４６９千円と定めるものです。この会計は、海部郡３町の負担金と繰入金を財源と

するもので、牟岐町一般会計からは１，３３１千円の繰り入れを行っています。議案第３６

号、平成２８年度牟岐町介護保険特別会計予算。歳出は、保険給付費７４５，８５３千円、

地域支援事業費１２，７２５千円などを計上しています。歳入は、介護保険料１４８，７７

２千円、国庫支出金２０７，５９７千円、県支出金９５，５３８千円、支払基金交付金２０

９，５３１千円を計上しています。一般会計からの繰入金は１０７，２０４千円となってい

ます。歳入歳出予算の総額を７６８，６４４千円と定めるものです。議案第３７号、 平成

２８年度牟岐町後期高齢者医療特別会計予算。この会計は、後期高齢者医療の保険料を徴収

し、一般会計からの保険基盤安定負担金分の繰り入れと合わせて、後期高齢者医療広域連合



へ納付金として支出する会計です。平成２８年度の歳入では、特別徴収、普通徴収合わせて、

６３，６５８千円の保険料、一般会計繰入金２９，０６７千円。歳出では、広域連合納付金

９１，４２８千円とするものです。歳入歳出の総額をそれぞれ９３，７６０千円と定める予

算です。以上で提案説明を終わりますが、詳細については関係課長などから説明いたします

ので、よろしくご審議のほど、お願いいたします。 


